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もう一方の 「バンツタイプ」は、最初から下

着と同じパンツ状になっていて、はかせるタイ

プのオムッである。それは、ハイハイして動き

回る、あるいは、ヨチヨチで立ちはじめて、オ

ムッ替えが大変になった赤ちゃんに利用され

る。そして、この 「パンツタイプ」のデザイン

こそが、90年代以降の紙オムッの競争構造に、

大きく影響を与えたのである。

その製品が、92年に発売 された、「はかせ

るオムツ 『ムーニーマン』」である。当時、大

量にTV広 告されていたので、どこかで聞いた

キャッチフレーズではないだろうか。そして、

この製品のアイデアは、観察を通じて創造され

たのである。なお、実はパンツタイプの技術自

体は、同社が90年に発売したトレーエング用パ

ンツ、91年のおねしょ対応パンツにおいて、す

でに実用化されていた。とはいえ、いずれも紙

:∞

(%)

オムツ卒業後の製品であり、かつ、ニッチな市

場規模の製品であった。そして、この時点では

同社において、その後に誕生するパンツタイプ

の紙オムッは、想定されていなかったのである。

●はかせるオムツ 「ムーニーマン」

「はかせるオムッ」というコンセプ トは、同

社の社員が生後1年ほどの男の赤ちゃんの家庭

を訪問したことが、発想のきっかけであった。

彼は、動き回っていた赤ちゃんが、若い母親に

よって、オムツの交換のために無理やり寝かさ

れて、大声で泣き出していたのを観たのである。

それだけなら、ありそうな話であるが、同時に

彼は、赤ちゃんだけでなく、母親も、泣きたい

ような表情をして、子供を叱りながら乱暴な手

付きでオムツ交換をしていることに気づいたの

である。実は、それまでのオムッでは、「交換

”
　
輻
　
“

鸞

図 1 ベビー用紙オムツ市場シェア推移

n 7e 8t 83 85 87 8e et e3 es e7 w 0t 03 0s(+)

(出所 :ニールセンのデータを基に著者作成)
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課題はすぐにはでてこない。課題は顧客自身す

ら気づいていないことも多いからである。そこ

で、顧客の製造現場に深く入り込み、顧客と一

緒になって解決すべき課題を根気強く探 してい

くのである。

● ドリンク斉」のパッケージ内

ス トローの有無検査

では、コンサルティング営業のソリューショ

ンとは、どのようにしているのだろうか。 ドリ

ンク斉Jのパッケージ内ス トローの有無検査での

ケースを確認する。その企業では、パ ッケージ

の中に ドリンク斉Jの入った内ケースがあって、

その底にス トローが付いているかどうかを目視

していたのである。

まずは顧客企業から、従来の方法の問題点や

状況について、丁寧にヒアリングが行なわれ

た。こうした付随物の有無検査を目視で行なう

のは見逃す可能性があった。数十万件に1件に

チェック漏れの不良品が、クレームにつながっ

てしまうのである。

こうした打ち合わせにおいて、ス トローがあ

ると正反射し、ないと乱反射することで判別で

きるセンサが営業から提案された。センサは人

間の五感の代わりに、モノの形 ・大きさ・数量 ・

色などを正確に判別することができる。センサ

の意義は、まさに、この正確性である。営業は、

1秒間に1000個検査できる画像処理装置、0.01

ミクロン単位で見分けられる浪1定器など、優れ

たセンサの特徴を理解 している。こうした知識

と、現場でのヒアリングや観察 した内容から、

最適なセンサを選定、し提案 していくのである。

顧客企業は、センサをどこにどのように使えば

自社の課題を解決できるのかはわかっていない

のであるЭ

続いて、営業はこのソリューションで、企業

の リスクやコス トがどれくらい低減できるの

か、そして、どれくらい生産性が向上するか、

商品に付加価値を与えるかを可能な限り定量的

に提示 していったのである。

さらに、そうした提案だけではなく、センサ

を実際に動か し顧客企業にデモを見てもらっ

た。 ドリンク斉Jのサンプルを用いて、ス トロー

のある場合とない場合で、センサがどんな反応

を示すかを実演 したのである。

●キーエンスの日常的観察

キーエンスでは、こうしたコンサルティング

から、他にも数多くの商品の用途が発見された

り、新しい汎用品の開発につながっている。そ

して、こうした事例は、海外の工場や、自動車

や半導体産業など他の産業へと応用され、組織

的に活用されているのである。

とはいえ、以前からコンサルティングを実施

していた訳ではないこ同社のこうした体制は、

90年代前半の直販をはじめた頃から始まる。実

は、センサの業界では、営業を外部の代理店に

任せるのが一般的であり、同社の対応は異端で

あった。まして、その当時、アウ トソーシング

戦略が流行していた頃で、キーエンスの戦略は

こうした流れに逆らった対応であり、競合企業

からは疑問視された。

ここから、キーエンスでは、営業が高度なコ

ンサルティングができるように、試行錯誤 しつ

つ、教育されていったのである。そして、現在、

組織全体のうち、営業が半分以上もいるのであ

る。多数の営業よって、新製品開発のアイデア

となる潜在ニーズの探索が日常的に可能となっ

た。同社のAPSULT事 業部長小林啓二氏は、

それを以下のように説明する。「キーエンスの

営業担当者は顧客が本当に必要としているもの

を探し出していくために、顧客のモノづくりの
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新たな市場調査が開始される場合もあり、循環

的なプロセスとなる。このように、市場調査は、

そう日常的にするものではなく、限定的なもの

であり、コス トや時間的なプレッシャーもかか

る重いものとなる。

一方、本稿で見てきた両社の場合は、図2の

下のタイプだといえる。実は、プロセス自体は、

上と同じ循環プロセスの順番だが、市場調査が

終わ りとなったものである.だ が、意味合い

は、大きく異なる。販売 された商品の使用現場

で、日常的に市場調査が行われるのである。ま

さに、市場調査は、日常的で頻度が多く、意外

な状況に遭遇する機会も増え、そして時間的プ

レッシャーは少なく軽いものである。こうして

新市場創造の機会が増えることとなる。

以上、本稿では、日常的観察が、新市場倉J造

につながり、マーケティングのカンどころとな

る局面を見てきた。だが、冒頭で触れたように、

良く理解できているはずの夫婦や、親子の間で

も、潜在ニーズを読むのは難 しい。だが、困難

かもしれないが、相手の喜ぶ顔が見られたら非

常に嬉 しい:この素朴な感覚こそが、マーケティ

ングにおける日常的観察では必要なのだろう。

*本稿は、平成18年度科学研究費基盤A(「マーケティング

競争下におけるロバス トデザイン戦略の競争的優位性に

ついての実証研究」)の 支援を受けた研究の一部である。

*キ ーエンスに関しては、延岡健太郎FMO丁[技術経営]入門』

日本経済新聞社、および、ダイヤモンド会社探検隊編 『会

社の歩き方2009キ ーエンス」ダイヤモンド社を参考にし

た^

*ユ ニ ・チャームに関 しては、西川英彦 「ベビー用紙オム

ツ30年戦争」Fプレジデン ト」2008年 3月17日号を参考

にした。

The Alliance Power!
東京ニュースとクリップスは、まさに親指と人さし指の関係。「クリエイティブ・デザイン」を

託されたクリップス、そして「データ。デザイン」を受け持つ東京ニュース。2本の指のアライ

アンスな関係がより大きなパワーを生み出し、クリエイティブからDttP、印刷などの様々な

プロセスに独自の価値を付加し、これからも新しく価値ある情報をカタチにしていきます。

http:〃www.tnewstcolip

株式会社東京ニュース o3-3293-39111代表'
□本 社 ビ ル 東京都千代田区内神田1-12‐6〒 101‐0047

□平 沼 ビ ル 東京都千代田区神田司町2‐6平 沼ビル 〒101‐0048

□音羽ブランチ 東京都文京区音羽2-2-2ア ベニュー音羽202〒 112-0013

匡 L_IFコ 5  creative Design―
http:〃clips―inc.co m

株式会社クリツプス o3-3293-3961(代表)
□東京都千代田区神田司町2-6平 沼ビル2F〒 101-0048
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<BtoBア イ> 「“事例"は 資産である」
佐藤敬臣 体ねウォーク アンド トーク代表取締役

<特 別寄稿> BtoB広 告効果研究
広告効果としての BtoBブ ランディングとメディア ・エンゲージメン トの応用

石崎 徹 専修大学経営学部教授

<特 別企画>

2008年 「BMC広 告マスター」含格者に聞く

資格認定試験への挑戦と意義

TDK仰 細川 理さん

NECイ ンフロンテイア仰 佐藤由磨さん

<連載>「実践。マーケティング」のカンどころ

新市場倉J造につながる 「日常的観察」

西川英彦 立命館大学経営学部教授

嗜ね中クト イtlll

九文け榊 南
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アイ ・シーエル (ハルグループ)メ ンバー

<連 載> 海外広告事情 [第35回 ]

「オーストリアの広告」八巻俊雄 東京経済大学名誉教授

<ア ングル> lal山武

「azbil」を軸としたコミュニケーショ

「人を中心としたオートメーシ

ン活動で、

ョン」の理念浸透と事業支援を幅広く展開
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協会便 り

「第2回理事会を開催」他

NECト ーキンけお
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